
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
条
文

一

港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号
）
（
本
則
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

二

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
八
号
）
（
附
則
関
係
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
８
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○

港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号
）
（
本
則
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
用
語
の
定
義
）

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
十
八
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

第
二
百
十
八
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
定
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

げ
る
用
語
の
定
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

要
求
性
能

技
術
基
準
対
象
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。

一

要
求
性
能

技
術
基
準
対
象
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。

二

設
計
津
波

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

の
と
想
定
さ
れ
る
津
波
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
（
技
術
基
準
対

象
施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
、
当
該
施
設
の
要
求
性
能
を
満
足
し
続
け
る
も
の

と
し
て
設
定
さ
れ
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
中
に
発
生
す
る
可
能
性
が

低
く
、
か
つ
、
当
該
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
い
う
。

三

変
動
波
浪

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

二

変
動
波
浪

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る

の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
（
技
術
基
準
対

可
能
性
の
高
い
も
の
を
い
う
。

象
施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
、
当
該
施
設
の
要
求
性
能
を
満
足
し
続
け
る
も
の

と
し
て
設
定
さ
れ
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
中
に
発
生
す
る
可
能
性
の

高
い
も
の
を
い
う
。

四

偶
発
波
浪

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

三

偶
発
波
浪

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も

の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る

の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る

可
能
性
が
低
く
、
か
つ
、
当
該
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
い
う
。

可
能
性
が
低
く
、
か
つ
、
当
該
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
い
う
。

五

レ
ベ
ル
一
地
震
動

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生

四

レ
ベ
ル
一
地
震
動

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
地
震
動
の
再
現
期
間
と
当
該
施
設

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
地
震
動
の
再
現
期
間
と
当
該
施
設

の
設
計
供
用
期
間
と
の
関
係
か
ら
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る

の
設
計
供
用
期
間
と
の
関
係
か
ら
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る

可
能
性
の
高
い
も
の
を
い
う
。

可
能
性
の
高
い
も
の
を
い
う
。

六

レ
ベ
ル
二
地
震
動

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生

五

レ
ベ
ル
二
地
震
動

技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
も
の

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
も
の

を
い
う
。

を
い
う
。

七

耐
震
強
化
施
設

港
湾
計
画
の
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省

六

耐
震
強
化
施
設

港
湾
計
画
の
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
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令
（
昭
和
四
十
九
年
運
輸
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
六
条
に
定
め
る
大
規
模
地

令
（
昭
和
四
十
九
年
運
輸
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
六
条
に
定
め
る
大
規
模
地

震
対
策
施
設
又
は
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
と
同
等
の

震
対
策
施
設
又
は
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ
と
同
等
の

機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
技
術
基
準
対
象
施
設
で
あ
る
も

機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
技
術
基
準
対
象
施
設
で
あ
る
も

の
を
い
う
。

の
を
い
う
。

（
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
）

（
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
）

第
七
条

技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
は
、
施
工
時
及
び
供

第
七
条

技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
は
、
施
工
時
及
び
供

用
時
に
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
に
照
ら
し
、
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
変
動

用
時
に
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
に
照
ら
し
、
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
変
動

波
浪
、
水
の
流
れ
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
漂
流
物
の
衝
突
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷

波
浪
、
水
の
流
れ
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
漂
流
物
の
衝
突
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷

等
が
、
当
該
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ

等
が
、
当
該
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
施
設
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
施
設
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又

は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
を
構
成
す
る
部

は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
を
構
成
す
る
部

材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、

一

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該

当
該
施
設
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
施
設
の
構
造
の
安

施
設
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
施
設
の
構
造
の
安
定
に

定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
自

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
自
然
状

然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
施
設

況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
施
設
を
構

を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、

成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微

軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二

設
計
津
波
か
ら
当
該
施
設
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
を
構
成

二

津
波
か
ら
当
該
施
設
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
を
構
成
す
る

す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作

部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る

用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回
復
に
影
響

損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ

を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

３

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求

３

第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求

性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修

性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修

復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回

復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回

復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
自
然

復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
自
然

状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る
施
設
を
構
成
す
る
部

状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る
施
設
を
構
成
す
る
部

材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要

材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要
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と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ

と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ

と
と
す
る
。

と
と
す
る
。

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の

４

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の

要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
防
波
堤
の
要
求
性
能
）

（
防
波
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
四
条

防
波
堤
の
要
求
性
能
は
、
港
湾
内
の
水
域
の
静
穏
を
維
持
す
る
こ
と
に

第
十
四
条

防
波
堤
の
要
求
性
能
は
、
港
湾
内
の
水
域
の
静
穏
を
維
持
す
る
こ
と
に

よ
り
、
船
舶
の
安
全
な
航
行
、
停
泊
又
は
係
留
、
貨
物
の
円
滑
な
荷
役
及
び
港
湾

よ
り
、
船
舶
の
安
全
な
航
行
、
停
泊
又
は
係
留
、
貨
物
の
円
滑
な
荷
役
及
び
港
湾

内
の
建
築
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
施
設
の
保
全
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式

内
の
建
築
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
施
設
の
保
全
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式

に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

港
湾
内
に
侵
入
す
る
波
浪
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大

一

港
湾
内
に
侵
入
す
る
波
浪
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該

二

自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該

防
波
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

防
波
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
。

こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に

あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

高
潮
又
は
設
計
津
波
か
ら
当
該
防
波
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る

一

高
潮
又
は
津
波
か
ら
当
該
防
波
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
波

防
波
堤
の
要
求
性
能

高
潮
又
は
設
計
津
波
に
よ
る
港
湾
内
の
水
位
の
上
昇
及

堤
の
要
求
性
能

高
潮
又
は
津
波
に
よ
る
港
湾
内
の
水
位
の
上
昇
及
び
流
速
を

び
流
速
を
適
切
に
抑
制
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た

適
切
に
抑
制
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

し
て
い
る
こ
と
。

こ
と
。

二

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
防
波
堤
の
要
求
性
能

当
該
防
波

二

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
防
波
堤
の
要
求
性
能

当
該
防
波

堤
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を

堤
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三

当
該
防
波
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な

三

当
該
防
波
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能

構
造
形
式
に
応
じ
て
、

影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能

構
造
形
式
に
応
じ
て
、

設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防

該
防
波
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
波
堤
の
構
造
の

波
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
波
堤
の
構
造
の
安
定

安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
設
計
津
波
か
ら
当
該
防

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
津
波
か
ら
当
該
防
波
堤
の
背

波
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、

後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
、
レ
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設
計
津
波
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に

ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
防
波

よ
る
当
該
防
波
堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
波
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財

産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
波
堤
の
要
求

性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
防
波
堤
を
設
置
す
る
地
点
に
お

い
て
設
計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防
波
堤
の
構
造
の
安
定
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

（
防
潮
堤
の
要
求
性
能
）

（
防
潮
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
六
条

防
潮
堤
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、

第
十
六
条

防
潮
堤
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、

構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

波
浪
及
び
高
潮
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交

一

波
浪
及
び
高
潮
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
土
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が

二

自
重
、
土
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が

、
当
該
防
潮
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ

、
当
該
防
潮
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
。

さ
な
い
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
潮
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
潮
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産

又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性

又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性

能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が

一

津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る

あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該

防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
防
潮
堤
の

防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満

背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

た
し
て
い
る
こ
と
。

る
こ
と
。

二

設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、

二

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該

当
該
防
潮
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
潮
堤
の
構
造

防
潮
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
潮
堤
の
構
造
の
安

の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
防
潮
堤
が
置
か

定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
防
潮
堤
が
置
か
れ
る

れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ

自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
防

る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な

潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
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修
復
に
よ
る
当
該
防
潮
堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

に
よ
る
当
該
防
潮
堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
潮
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財

産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
潮
堤
の
要
求

性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
防
潮
堤
を
設
置
す
る
地
点
に
お

い
て
設
計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防
潮
堤
の
構
造
の
安
定
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。

（
水
門
の
要
求
性
能
）

（
水
門
の
要
求
性
能
）

第
十
八
条

水
門
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除

第
十
八
条

水
門
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除

を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

高
潮
に
よ
る
越
流
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を

一

高
潮
に
よ
る
越
流
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

当
該
水
門
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除
が
行
え
る
よ
う
、
国

二

当
該
水
門
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除
が
行
え
る
よ
う
、
国

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三

自
重
、
水
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が

三

自
重
、
水
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が

、
当
該
水
門
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ

、
当
該
水
門
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
水
門
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
水
門
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又

は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に

は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に

あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
水
門
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ

一

津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
水
門
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
水

る
水
門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
に
よ
る
越
流
を

門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
又
は
偶
発
波
浪
に
よ
る
越
流
を
制
御
で
き

制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二

設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、

二

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該

当
該
水
門
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
水
門
の
構
造
の
安

水
門
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
水
門
の
構
造
の
安
定
に

定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
水
門
が
置
か
れ
る
自

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
水
門
が
置
か
れ
る
自
然
状

然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
水
門

況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
水
門
の
要

の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ

求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
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る
当
該
水
門
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

該
水
門
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
水
門
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産

又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
門
の
要
求
性
能

に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
水
門
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
設

計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
水
門
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す

る
。

（
閘
門
の
要
求
性
能
）

（
閘
門
の
要
求
性
能
）

第
十
九
条

閘
門
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
が
水
位
の
異
な
る
水
域
間
に
お
い
て
安
全

第
十
九
条

閘
門
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
が
水
位
の
異
な
る
水
域
間
に
お
い
て
安
全

こ
う

こ
う

か
つ
円
滑
な
航
行
を
図
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た

か
つ
円
滑
な
航
行
を
図
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２

前
条
（
第
一
項
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
閘
門
の
要
求
性
能
に
つ
い
て

２

前
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
二
項
の
規
定
は
、
閘
門
の
要
求
性

準
用
す
る
。

能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
係
船
浮
標
の
要
求
性
能
）

（
係
船
浮
標
の
要
求
性
能
）

第
二
十
七
条

係
船
浮
標
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条

係
船
浮
標
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

船
舶
の
安
全
な
係
留
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満

一

船
舶
の
安
全
な
係
留
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

た
し
て
い
る
こ
と
。

二

変
動
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
船
舶
の
牽
引
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当

二

変
動
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
船
舶
の
牽
引
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当

該
係
船
浮
標
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ

該
係
船
浮
標
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
係
船
浮
標
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
係
船
浮
標
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財

産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
係
船
浮
標
の
要

産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
係
船
浮
標
の
要

求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当

求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
係

該
係
船
浮
標
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
係
船
浮
標
の
構
造

船
浮
標
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
係
船
浮
標
の
構
造
の
安

の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
浮
桟
橋
の
要
求
性
能
）

（
浮
桟
橋
の
要
求
性
能
）
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第
三
十
条

浮
桟
橋
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る

第
三
十
条

浮
桟
橋
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

一

船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
係
留
、
人
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
及
び
貨
物
の

一

船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
係
留
、
人
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
及
び
貨
物
の

安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満

安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
。

た
し
て
い
る
こ
と
。

二

自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
載
荷
重

二

自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
載
荷
重

等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
浮
桟
橋
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使

等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
浮
桟
橋
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
浮
桟
橋
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
浮
桟
橋
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産

又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
浮
桟
橋
の
要
求
性

又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
浮
桟
橋
の
要
求
性

能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
浮

能
に
あ
っ
て
は
、
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
浮
桟
橋

桟
橋
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
浮
桟
橋
の
構
造
の
安
定
に

の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
浮
桟
橋
の
構
造
の
安
定
に
重
大

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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○

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
八
号
）
（
附
則
関
係
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
確
認
対
象
施
設
）

（
確
認
対
象
施
設
）

第
二
十
八
条
の
二

法
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

第
二
十
八
条
の
二

法
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る

技
術
基
準
対
象
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

技
術
基
準
対
象
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
係
留
施
設

二

次
に
掲
げ
る
係
留
施
設

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

レ
ベ
ル
二
地
震
動
（
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
一

ハ

レ
ベ
ル
二
地
震
動
（
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
六
号
の
レ
ベ
ル
二
地
震
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
耐
震
性
を
有

条
第
五
号
の
レ
ベ
ル
二
地
震
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
耐
震
性
を
有

す
る
係
留
施
設

す
る
係
留
施
設

三
～
七

（
略
）

三
～
七

（
略
）

別
表
（
第
二
十
八
条
の
二
十
一
関
係
）

別
表
（
第
二
十
八
条
の
二
十
一
関
係
）

確
認
対
象
施
設
の
種
類

金
額

確
認
対
象
施
設
の
種
類

金
額

外
郭
施
設

防
波
堤
、
防
砂
堤

津
波
、
偶
発
波
浪
（
港
湾
の

二
百
二
万
円

外
郭
施
設

防
波
堤
、
防
砂
堤

津
波
、
偶
発
波
浪
（
港
湾
の

二
百
二
万
円

、
防
潮
堤
、
導
流

施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定

、
防
潮
堤
、
導
流

施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定

堤
、
護
岸
、
堤
防

め
る
省
令
第
一
条
第
四
号
の

堤
、
護
岸
、
堤
防

め
る
省
令
第
一
条
第
三
号
の

、
突
堤
及
び
胸
壁

偶
発
波
浪
を
い
う
。
以
下
同

、
突
堤
及
び
胸
壁

偶
発
波
浪
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動

じ
。
）
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動

等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
を

等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
を

考
慮
し
て
設
計
し
た
施
設

考
慮
し
て
設
計
し
た
施
設

そ
の
他
の
施
設

百
四
十
万
円

そ
の
他
の
施
設

百
四
十
万
円



- 9 -

水
門
及
び
閘
門

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル

二
百
三
十
五
万

水
門
及
び
閘
門

津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル

二
百
三
十
五
万

こ
う

こ
う

二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る

円

二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る

円

損
傷
等
を
考
慮
し
て
設
計
し

損
傷
等
を
考
慮
し
て
設
計
し

た
施
設

た
施
設

そ
の
他
の
施
設

二
百
二
万
円

そ
の
他
の
施
設

二
百
二
万
円

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）


